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記憶障害 
判断力の障害 

実行機能障害 意識障害なし ＋ ＋ 

社会生活・対人関係に支障 

器質的病変の存在 

認
知
症 

認知症とは？ 







診断の流れ 



認知症のアセスメント 

➀ 改訂長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-R) 

② ミニメンタルステート検査（MMSE) 

• 質問式 

 認知症のスクリーニングを目的とすることが多い 

➀ FAST (Functional Assessment Staging) 

行動観察によるアルツハイマー型認知症の重症度判定 

② 初期認知症徴候観察リスト（OLD） 

• 観察式 

 患者を直接観察することや家族・介護者からの情報により評価 



30点満点、23点以下を認知症疑いと判定 
 21-23点 軽度、11-20点 中等度、10点以下 重度、感度 0.8, 特異度 0.9 

 

ミニメンタルステート検査 



認知症のアセスメント 

➀ 改訂長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-R) 

② ミニメンタルステート検査（MMSE) 

• 質問式 

 認知症のスクリーニングを目的とすることが多い 

➀ FAST (Functional Assessment Staging) 

行動観察によるアルツハイマー型認知症の重症度判定 

② 初期認知症徴候観察リスト（OLD） 

• 観察式 

 患者を直接観察することや家族・介護者からの情報により評価 



行動観察によるアルツハイマー型
認知症の重症度判定 



画像検査 



CT画像 
MRI画像 



  VSRAD （Voxel-Based Specific Regional Analysis System for Alzheimer’s Disease） 
海馬の萎縮の程度を数値化（Z-Score)するソフト。萎縮が高度なほど、数値も大きい。 

VSRADによる「早期アルツハイマー病」の診断 



SPECT 
 (シングル・フォト・エミッションCT) 

脳の血流量が調べられます 



PETによるアミロイドイメージング 

※NC:正常 MCI:軽度認知機能障害 AD:アルツハイマー病 

PET(ポジトロン・エミッション・トモグラフィー） 

脳の代謝を調べます 

放射線医薬品を体内に入れ、しばらくしてから脳を撮影します 

アミロイドが沈着していると、多い部分がはっきりと映し出されます 



心臓を自動的に動かしている自律神経の機能をみる検査です。 

レビー小体型認知症では自律神経障害があるため、しばしば心筋が映ってきません。  

レビー小体型 認知症の90％以上に集積低下がみられると報告されています。 

I-MIBG 心筋シンチグラフィ 

正常 DLB 





フレデリック・レビー アロイス・アルツハイマー 









アルツハイマー型認知症の経過 



アルツハイマー認知症治療薬 





パーキンソ 
ニズム 幻視 

認知機能 
変動 

 認知機能障害（進行性） 

注意障害 遂行機能障害 
視覚認知 
機能障害 

（必須症状） 

レム期睡眠行動 
異常症 

③示唆的特徴 

④支持的特徴 

抗精神病薬に 
対する過敏性 

転倒・失神 

意識障害 

妄想 

うつ症状 

起立性低血圧 

尿失禁 

①中心的特徴 

②中核的特徴 

幻視以外の幻覚 

レビー小体型認知症(DLB)の臨床症状 









認知症の行動・心理症状 

BPSD 
Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia 

（いわゆる周辺症状） 

















1. 【コミュニケーション】語らせて微笑みうなずき
なじみ感 

2. 【食事】工夫してゆっくり食べさせ満足感  

3. 【排泄】排泄は早めに声かけトイレット  

4. 【入浴】機嫌みて誘うお風呂でさっぱりと  

5. 【身だしなみ】身だしなみ忘れぬ気配り張り生まれ 

6. 【活動】できること見つけて活かす生きがい作り  

7. 【睡眠】日中を楽しく過ごさせ夜安眠  

8. 【精神症状】妄想は話を合わせて安心感  

9. 【問題行動】叱らずに受け止め防ぐ問題行動  

10.【自尊心】自尊心支える介護で生き生きと 

 

介護10ヵ条 



「幸せな認知症へ至る道しるべ」 

 

• 認知症になったらどうしようと
不安に思っているあなたへ 

 

• 認知症と診断されたあなたへ 

 

• 認知症のご家族、友人、知人、
介護職のあなたへ 

 

 力を抜いて認知症と向き合える
ようになる、心が温かくなる本 



フランスで考案された介護手法 

 

• 見下ろすのではなく、視線の高
さを合わせて正面から見つめる 

• 介助するときは、心地よく感じ
る言葉を穏やかな声で語りかけ
続ける 

• 動かすときは、手首をつかむよ
うなことをせず、下から支える
ように触る 

• 筋力・骨・呼吸機能を鍛えるた
めに立たせることを努める 



若年性アルツハイマー病に突如
襲われた50歳の働き盛りのサラ
リーマンと、そんな夫を懸命に 

支えようとする妻との絆を綴る 

一人の医師と、認知症の日
々を生きる妻との10年間に
及ぶ「いのち」を巡る物語 


